
日本気象学会2013年度春季大会の期間中５月15日の

夕方に大会B会場において，地球観測衛星研究連絡

会が開催された．その模様を簡単に報告する．今回

は，最近の日本の地球観測衛星を取り巻く状況に鑑

み，世話人である早坂から趣旨説明を行った後，以下

の３名の方に講演をしていただいた．なお，参加者は

約50名であった．

１．「気象学における衛星観測の意義」中島 孝

（東海大学）

２．「地球観測衛星の国際的状況」下田陽久（東海

大学）

３．「日本の地球観測衛星の現状と将来」祖父江真

一（リモートセンシング技術センター）

気象衛星は，1960年４月に打ち上げられた

TIROS-1から既に50年以上の長い歴史がある．今や

衛星観測によって得られるデータは研究のみならず気

象予報，環境モニタリング等多方面で必要不可欠なも

のとなっていることは周知のとおりである．一方で，

国内外の地球観測衛星を取り巻く環境は厳しさを増し

ており，特に，最近の我が国の地球観測衛星の将来計

画は宇宙政策委員会からミッションの見直しを求めら

れる計画もあり，予断を許さない情勢にある．本研究

連絡会とは別に，日本気象学会学術委員会の地球観測

衛星部会においても，緊急にわが国の今後の衛星観測

について解説をまとめたところである（笹野ほか

2013）．このような背景の下，気象学における衛星観

測の意義を再検討し，今後の衛星観測はいかにあるべ

きか，また，気象学会として，この問題に対してどの

ように関わって行くべきかということを考えてみたい

というのが，今回の本研究連絡会開催の主旨である．

まず，東海大学の中島が，気象学における衛星観測

の意義について報告した．気象に関わる研究者や技術

者が普段観測に使用する人工衛星には静止軌道衛星と

極軌道衛星があり，メソスケールから総観スケールの

観測が主体になる衛星気象観測においては，空間解像

度を中程度に抑えるかわりに観測範囲を広くとったセ

ンサーが有効であることを説明した．そのうえで，特

に日本がこれまで実施してきた，あるいはこれから打

ち上げが予定されている地球環境観測衛星シリーズの

科学的な意義や各観測衛星の社会との関わりについて

述べた．昨今では市民生活に対する衛星観測の貢献に

ついて，根気強く，正しく伝えていくことが重要で，

その話の流れにおいて衛星搭載マイクロ波放射計

AMSRデータの同化による台風進路予測精度向上の

事例を示した．また，気象学と社会の関わりの新しい

取り組みとして，雲エアロゾルの衛星観測に基づく日

射量推定のアプリケーションについて紹介し，従来あ

まり関与してこなかった再生可能エネルギー研究の分

野において，気象学への期待が急速に大きくなってい

ることを報告した．続いて近年特に話題になっている

黄砂や火山噴煙等の大気中微粒子の衛星による観測事

例，さらに大気中微粒子が雲を変質させる間接効果の

観測事例について定量的な数値を示しながら紹介し，

温暖化予測における不確定性軽減が衛星観測の役割と

して今でも重要であることを述べた．衛星観測が貢献

できる分野のひとつとして雲成長プロセスの解明を取

り上げ，全球雲解像モデルNICAM（Nonhydro-

static ICosahedral Atmospheric Model）や全球エア

ロゾル輸送モデルSPRINTARS（Spectral Radia-

tion-Transport Model for Aerosol Species）の出力

と静止軌道衛星あるいは極軌道衛星の観測結果との比
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較によるモデル診断が有効であることを示した．今後

は将来の地球観測衛星および新しいセンサーのアイデ

アを若い科学者コミュニティが提案していくことが重

要で，力強く，かつ説得力を持つ提案のなかから新し

い衛星計画が立ち上がり，それが気象学の発展の原動

力になることを述べた．衛星計画の一層の推進のため

にはユーザコミュニティの応援とデータ利用者の拡大

が不可欠である旨の発言をもって本報告を締めくくっ

た．

次に，東海大学の下田陽久教授から，欧米の地球観

測衛星の現状と近い将来に計画されているミッション

の紹介があった．近年では，欧米以外にも中国や韓国

など，諸外国で地球観測衛星の計画があり，実際に打

ち上げ，運用も為されているが，ここでは欧米の状況

に絞って報告された．アメリカの状況については，ま

ず，1997年に打ち上げられた日米共同の熱帯降雨観測

衛星TRMM から現在まで，NASAの衛星を中心に

10種類の衛星について紹介があり，将来の計画につい

て８つの衛星の紹介があった．これらの衛星に搭載さ

れているセンサーを見ると，かつての可視赤外イメー

ジャーAVHRRの時代から進歩して20～30チャンネ

ルの可視・赤外のイメージャーが定着したこと，マイ

クロ波もイメージャーと183GHz帯を用いたサウン

ディングがスタンダードになったこと，レーダー，ラ

イダーのようなアクティブセンサーも活躍しているこ

とが分かる．また，最近の大きな特徴は，A-Train

計画のように同じ軌道上に複数の衛星を投入してほぼ

同時観測を行うことが可能となったことである．A-

Train計画に関しては，ヨーロッパや日本などとの国

際協力による観測も重要な特徴である．アメリカにお

いても予算的状況は厳しいようであるが，それでも，

将来ミッションの計画として2010年代中に打ち上げが

予定されているものが数機ある．

一方，ヨーロッパにおいては，可視，赤外，マイク

ロ波のイメージャーやサウンダー等合わせて９種類の

センサーを搭載した極軌道衛星METOPが2006年と

2012年に打ち上げられている．観測項目も，気温，水

蒸気，海上風から大気化学まで多様な領域をカバーし

ている．将来ミッションについては，ドップラーライ

ダーを搭載するADM/aeolusおよび日本と共同で準

備が進められている雲・エアロゾル・放射観測衛星

EarthCAREが2015年の打ち上げを予定している．そ

の他，GMES計画（Global Monitoring of Environ-

ment and Security）の一環として，Sentinelシリー

ズ衛星が計画されている．これらの衛星は，現在運用

されているセンサーの後継の意味合いが強いものか

ら，静止衛星で大気化学の観測を行うものまで，内容

は多岐にわたっている．

最後に，リモートセンシング技術センターの祖父江

真一氏から，日本における最近の地球観測衛星を取り

巻く状況について報告があった．宇宙航空研究開発機

構（旧宇宙開発事業団）においては，ロケットや衛星

の管制技術の開発に主眼が置かれて研究開発が進めら

れてきた．その後，地球観測衛星のユーザー（主とし

て研究者）の要望を踏まえてADEOS,ADEOS-2，さ

らにはアメリカと共同のTRMM など世界トップレ

ベルの研究に資する衛星，センサーを開発し，データ

を提供してきた．そのような中で，日本政府の財政状

況が厳しいこともあり，昨年12月には内閣府宇宙戦略

室から今後10年間程度を視野に置いた平成25年度から

の５年間を対象とした新たな宇宙基本計画（案）が提

示された．また，今年１月には宇宙政策委員会から，

平成25年度宇宙開発利用に関する戦略的予算配分方針

のフォローアップ（案）が提示された．これらの内容

は地球観測衛星の見直しを謳っており，推進する場合

には社会貢献，産業の創出，安全保障への貢献などを

明確に示す必要がある．また，予算についてもユー

ザーが応分の負担をすることが求められている．地球

観測衛星は気象学・大気科学に関連したものだけでな

く，様々な分野に関係するので，他の学会と連携しつ

つ今後活動を進めて行くことなどが報告された．

以上の３名の報告にもあるように，我が国の地球観

測衛星を取り巻く状況は厳しいものがあり，このまま

では世界的に見ても遅れをきたすことが危惧される．

一方で，現在では，数値予報に衛星観測データが用い

られることは自明のことであり，研究の面でも，かつ

ての南極オゾンホールの発見など，気象学・大気科学

における衛星観測の役割の重要性は大きくなってい

る．日本気象学会においても，学術委員会の衛星観測

部会において学会としての対応を検討しているが，気

象学における衛星観測の果たす役割を会員諸氏には再

度認識していただき，今後の衛星観測関連研究の発展

に対する御理解，御支援をお願いしたい．
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